
乳用牛

１)技術・情報の内容及び特徴

牛の乾物摂取量は飼料作物中の稔繊維（ＯＣＷ）含量と総繊維の消化

性とに深い関係があり、総繊維含量が多ければ乾物摂取量は少なく、総

繊維含量が同量である場合では、総繊維の消化性が高いほど乾物摂取量

は高い。総繊維は、高消化性繊維（Ｏａ）と低消化性繊維〈Ｏｂ）とに
分けることができる。

これら飼料中の繊維成分の絶対量と乾物摂取量との関係について、ホ

ルスタイン種育成牛を用いて調査した結果、乾物摂取量と関係が深いの

は低消化性繊維，鍵繊維，高消化性繊維の順であり、乾物摂取量に関す

る指標としては、低消化性繊維含量を用いる方がより好ましいことが明
かとなった。

(1)各草種とも、刈取りステージが進むにつれ低消化性繊維が増加し、乾

物摂取量は減少する。また、同じ刈取りステージでも低消化性繊維含量

の高い方が乾物摂取量は減少する（トウモロコシサイレージ）。

(2)イタリアンライグラス乾草・サイレージの乾物摂取量と繊維成分との

相関係数は、低消化性繊維が‐０．９９，総繊維が‐０．８８，高消化性繊維が

0.79であり、低消化性繊維含量と高い負の相関が認められた°

2)技術・情報の適用効果

乳牛に対する給与飼料の適正飼料構成を考える場合、乾物摂取量に関

する指標として低消化性繊維含量を活用することができる。

3)適用範囲

乳牛の飼料給与改善を図る試験研究機関

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

繊維含量と乳脂率との間には高い相関関係があることから、乳牛用飼

料としては、極端に低い低消化性繊維含量の飼料は好ましくない。乳質

を考えた場合の高消化性繊維含量と低消化性繊維含量のバランスが、ど

の程度がよいのかについては今後の課題である。
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２．具体的データ

表１各飼料の繊維成分含量と乾物摂取量 (平成２～３年）

飼料 繊維成分（DM%）ＤＮｌ
ＤＮ(％）OCM(0a+0b）ＣＰ(DN%）ＤＮｉ（Kｇ）Ｗ０．７５（g/Kg）

ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸｰﾗｽ乾草穂季期９１５１（14+37）９．９５．６、８５

ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸ"ラス乾草出穂期９２５２（15+37）１０．２６．４８４

ｲﾀﾘｱﾝﾗｲグラス乾草開花期９２５９（９+50〉５．７５．８７４

ｲﾀﾘｱﾝﾗｲゲﾗｽｻｲﾚｰｼ出穂期４７５５(２１+34〉９．７６．６８５

ﾄｳﾓﾛｺｼｻｲﾚｰｼ”黄熟期５７５１〈９+42）７．９５．２…６７

ﾄｳﾓﾛｺ”ｲﾚｰｼ”黄熟期５７４８（１０+38）６．４５．４７５

ﾛｰｽ齢ゲﾗｽ乾草穂苧期８７６０（16+44）１５．６７．１９２

ﾛｰｽ唾ゲﾗｽ乾草開花期８７６６（７+59）１２．０６．４８２

注）①OCW(総繊維）=0ａ(高消化性繊維）+0b(低消化性繊維），②ＣＰ:粗蛋白質

③ＤＮＩ:乾物摂取量，④ＤＮＩ／Ｗｏ･７ｓ:代謝体重当りの乾物摂取量

表２イタリアンライグラスの各繊維成分と乾物摂取量（平成２～３年）
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注）①ｒ：相関係 数 ② Ｓ ｅ ： 標 準 誤 差 （ ％ ）
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